染め、 運転手が 驚きて 拭わん とすれ ども 中々 おちぬ と 

ころに 新種 ぺ ンキの 特長 あり。 

ま つ 

もし この 赤 ペンキ を 綺麗に 落さん と 欲せば、 抛げ つ 

けたる 当人の 許 を 訪ねて、 ペンキ 消し 液 を 乞いう ける 

こん リん ざい すな わ 

に 非 ずん ば、 金輪際 消える ことなし。 乃ち その 際に、 

運転手の 油 を ゥンと 絞るな り。 

随 つて その 反覆 使用 は、 運転手 をして 歩行者に 泥 を 

ハネ かす こと を 絶対に 行わ ざら しむる に 至る ものな り _ 

(ぺ ンキ球 一 箇五 銭。 ぺ ンキ 消し 一 壜ー 一十 六 銭の 見込 

み。) 



とばくき 

安全 賭博 器 

携帯 型な り。 大体 ゴ— ルデン バットの 箱ぐ らいな り。 

一 方に 入口 ありて、 他方に 出口 あり。 これ を 使用す る 

は 当人に 限り、 他人 をして 使用せ しむる こと を 得ず。 

(もし 強いて 行えば つかまつ ちゃう 也) 

さて 先ず 入口へ 金 五十 銭 を 入れるな り。 その 次に 出 

口のと ころに ある 押し 釦 を 押すな り。 

しかると き は、 出口より チヤ ラ チヤ ラと お金が 出て 

くるな り。 

但し 或ると き は、 五十 銭入れた に対して 五 円 出て く 

る こと も あり、 或いは また 一 銭 も 出て 来ぬ こと あり。 



ときには 五十 銭入れて 五十 銭 出て 来る こと も ぁリ、 

さまざま たると ころ、 まことに 賭博 器な り。 

(さァ 昼飯に しょう！) というと きに まず 五十 銭 を 本 

器に 投じて 釦を 押す。 

出口より 五十 銭 出づれ ば、 ランチに し、 若し 三 円 出 

れば アミ を 誘って 奢つ ちゃうな リ。 若し それ 十 銭し か 

出て 来ぬ とき は、 卵 パン を かじる ことと し、 万一 不幸 

たかようじ 

にも 一 銭 も 出て 来ぬ とき は、 武士 は 喰わね ど 高楊子 を 

いたし、 晚飯 をう まく 喰う 楽しみ を 得る ものと す。 

本 器 は 賭博 マニアに 与うる とき は、 従来 生じた る 如 

き 一切の 不幸 不孝の 数々 より 遁れ 得る ものにして、 ひ 



いて 家庭 円満 を 来たす こと、 火 を 見る より 明かな リ。 

(本 器 一 個の 値段 は 一 円 七十 銭の 見込み。 但し 初 充電 

に 金 一 一十 円 を 投入し 置く をよ しとす。) 

動物 発電機 

本 器 一 台を備 うると き は、 シガレット 電熱器 を 点火 

し 得べ く、 一 一台 を備 うると き は スタンド を 点火し 得べ 

く、 もし 十五 台を備 うると き は 電気 スト— ブを 点火し 

得べ し。 

その 構造 は、 籠 型に して、 円形 をな す トラック あり。 

やや 地下鉄の トンネルに 似る。 使用法 は、 猫 を 入れ、 



よって 此の 電気 を 器 外に 導きて、 用に 立つ る ものと 

使用に 当りて 注意すべき こと は、 猫と 鼠と を 入れる 

順序 を 間違え ざ る ことにして、 もし 鼠 を 入れ 置きて 猫 

おそれ 

を 後より 入れた ると き は、 本 器 は 故障 を 生ずる 虞 あ 

るな り。 

(本 器の 価格 七十 五 銭。 猫 一 匹 五 銭、 鼠 十六 銭 也。) 

みずくみき 

新案 水 汲 器 

本 発明品 は、 水 汲 器と いう 名称で あるが、 巿場 にあ 

るよう な 不経済な もので はない。 これ は 全く 費用が 懸 



みだけ に 使用して 余りが ある。 そのと き は、 風呂 を 沸 

すのに 利用す ると、 更に 経済で ある。 

婦人の 座談会 や 演説 会の ときには、 電灯 をと ぼす の 

に 用いる。 相当 広い 会場で も、 十二分に 照明が 出来る 

うけあ 

こと 請 合いで ある。 

(本 品 は 一 組 三 円 四十 銭の 見込。 ゴム はとき どき 取リ 

換える こと を 要する。 ゴム 一 個 二十 銭な り。) 

家ダ 一 一 発射 器 

本 発明品 は、 家ダ 一 一 を 収容す る ボケ ヅ ト 型の 容器と、 

その 一 端に つけたる 小型の スポイト よりなる ものにし 



て 喰いつ く を 以て、 ところに よりて は 痒み 甚だしき あ 

ま リ彪大 に 発熱 腫脹 (？) し、 数 時間な おらぬ ものな 

る を 以て、 そこ を 考えて、 一 種の 若返り 法と して 用い 

る もよ ろしく、 健康なる ものに は 一 層 健康 さ を 加えし 

め、 和合の 実 を あげる によろ し。 

(本 器の 売価 は 一 個 金 十五 円 也と し、 その 半分 は 国家 

へ 税金と して 納付させる。 詰め 換え 用 家 ダニ 十 匹 筒 入 

十 銭、 五十 匹 筒 入 四十 銭、 百 匹 七十 銭。 なお 徳用 缶 千 

匹 入、 二 千 匹 入な ど を 作る。) 

切符 を 折らせない 方式 



ど 小さく 折り畳みて 鼻糞 大 にして しまう もの あり、 そ 

のために 切符 を 改める 手前 大いに 事務 渋滞 を 来たす 

もので あり。 

いくら 注意 を 与えても、 乗客 は 云う こと をき かない 

ので、 本 発明 方式 を 提供した 次第で ある。 これ を 採用 

てんばつてきめん 

するとき は 天罰覿面、 乗客 は 反省す るであろう。 

(本 発明 方式 は、 一 電気 局 又は 一 電鉄会社 一 乗合 自動 

車 会社に つき、 金 五 千円 也と して 権利 使用 を 許す。) 

〔附記〕 折角の 発明で あつたが、 そんな こと をす るよ 

り も、 乗客が 簡単に 折る ことの 出来ない ように、 切符 

ぞう だ い 

の I！ 子 さ を 増大し、 たとえば 省線 切符 位の 厚紙に 改造す 



る ことによ つ て 円満に 目的 を 達し 得られる ことに 気が 

つき、 本 発明 は^ 憾 ながら、 どこの 電鉄に も 乗合 自動 

車に も 採用され ない 由で ある。 

感電 砲 

海相 「発明 小僧と いうの は、 君 かネご 

小僧 「そうです。 感電 砲と いうの を 発明し ましたから、 

けんじょう 

国家へ 献上 します ご 

海相 「それ はどう も、 どこに 持って来た のか ネご 

小僧 「いや 実物 は 重い ので 紙に 書いて 持って きまし 

た ご 



陸相 「で、 どう するとい うの じ ゃナご 

小僧 「私の 献上 しょうと 申します の は デス ナ、 我国の 

まな ま 

兵の 身長と 敵 兵の 身長との 甚だしい 相違に 着眼し 

たのです。 こっち は 一 ポイント 六メ — トル 位で、 

あっち は 一 ーメ ） ^ル もあります ご 

陸相 「フ フン ご 

小僧 「そこで 強烈なる 電波 発生 機 を こしらえます。 つ 

まり 一 種の 送信機です ナ。 その 発生 電波の 波長た る 

や デス ナ、 近頃 流行の 短波に する のです。 短波 も 短 

波、 ニメ— トルに する のです ご 

陸相 「ゥ ム、 ゥムご 



ません から、 そんな 電波 を 身に うけても、 電気 振動 

が 起らない から 大丈夫で すご 

陸相 「よろしい。 それまで！」 

小僧 「しかし 出羽嶽 みたい な 背高 ノッポ は、 出陣 を 見 

合わせに して 下さい。 そうでな いと …… ご 

陸相 「それまで ッ、 喋り 方 やめ ィ」 

ちょ-つ こうふう さき 

長江 封鎖 機 

社長 「ちょっと 待って 下さい。 わし は 製氷 会社の 社長 

です よ。 兵器 を 作れった つて、 出来ない 相談です ヮ 

ィご 



り 舷側に ふれる 水 は、 直ちに 氷と なる ような 仕掛け 

をす るので す。 そんな 汽船 をド ッサリ 作って そ 

れの 設備 はみ な 貴方が 国家へ 寄附す るので すが —— 

それ を 長江の 出口へ 派遣して、 昔あった^ 塞 戦に 似 

ひょうさせん 

た 氷 鎖 戦 を やる のです よ。 貴方の 名誉 は 大変な もの 

です ぜご 

社長 「それ はいいが、 一体 汽船 はいくつ 位 あれば いい 

のです ご 

小僧 「まず 二百 艘 です かナ …… これこれ 気絶し ちゃい 

けません。 起きて 下さい ご 



傷つかず 拷問 器 

内相 「お前 かい、 発明 小僧ち ゆうの は ご 

小僧 「さいで ごわす。 ところで 本 発明品 は、 まことに 

御 便利で) J ざいまして ナ、 是非お 買 い 上げ を 願 い と 

う 存じます るで、 へェへ ェ。」 

内相 「買う 買わぬ は 後に して、 早く 品物 を 見せな さいご 

小僧 「では …… これで ございます。 この 鎖 ベルトが 

ドン ドン 走り ますんで。 タンクの 車輪の 上 を 走る あ 

の 鎖べ ルトと 同じ 様な ものです ご 

内相 「鎖の 上に 何 かヒラ ヒラ附 いている の は 何 じ や ご 

小僧 「これ は 皆 窵 の 羽根です ご 



内相 「鷹の 羽根が どうした のじ や ご 

小僧 「これが 犯人の 足の裏 を、 櫟 るので す。 まず 犯人 

を 椅子に 縛りつ けて 置き、 靴下 を 脱がせます。 そし 

て その 足の 下へ 此の 器械 を 据えつ けます。 器械が 動 

き 出す と、 鎖 ベルト は 輪に なって いますから、 羽根 

は 犯人の 足の裏 を、 いつまで でも 櫟 ります。 遂に 犯 

人はァ ハァハ 笑い 苦しんで、 白状 をいた します。 む 

ろん この 拷問 は、 すこしも 傷が つきませんで すご 

ち. 4 うま. う 

内相 「ちょ つと 重宝 じ やが、 拷問 器で は 買い上げん ぞ。 

何とか 尤 もらしい 名称に 変えて こい」 



紫外線 発生の ベ ッド 

ことわざ 

小僧 「人生 は 六十から …… と 申す 諺 が あるの を御存 

知で いらっしゃいます かご 

重役 「知らん ネ。 …… 本当 かネ …… ご 

き そう そ う 

小僧 「本当で ございます とも。 魏 の曹宗 という 人が… 

〜。」 

重役 「曹宗 か。 ァレ なら 知つ とる …… ご 

小僧 「ああ、 御 親友で ございまし たか。 これ は 失礼 申 

上げました (と、 ペコ ンと頭 を 下げ)、 実は あの 曹宗 

様が 仰 有った とか 申す ことで …… ソノ 先生の 如き は 



小僧 「十五 台？ そんなに、 どうなさい ますんで …… ご 

重役 「斎 藤 内閣の 諸 公に 贈る のじ や ご 

ホン モノの 珍 発明 集 

小説より 奇なる 実話 あり。 空中楼閣 的 模擬 発明よ 

また か 

り も 奇なる ホン モノの 発明 も 亦、 無から ずして 可なら 

ん哉、 乃ち、 商工 省 特許 局 発行の 広報より 抜粋して 次 

に 数 例 を 貴覧に 供 せんとす。 夫れ f 言 半句 も 疎かに 

する ことなく、 含味 熟読 あらむ こと を。 



ノ チン コの 発明 

昭和 一 一年 実用新案 広告 第 一 一 六 七 七 号 (類別 第 一 十 

五 類 五、 銃 弓 及 射的 玩具) —— 出願人、 東京 府下 本 田 

村立 石、 X 田 X 次郎 氏。 

「登録の 請求 範囲」 というの を 見る と、 パチンコの 構 

造と いうの が、 次のように 鹿爪らしく 書いて ある。 

図面 ニ示ス 如ク、 支持 桿 (1) (1) ノ 上端 二、 溝 (^) 

(川) ヲ設 ケテ、 「ゴム」 条ノ 両端 ヲ 挿入 シテ、 木螺子 

(9) (9) ニテ締 着シ、 支持 桿ニ 穴ヲ 穿チ、 該穴ニ 線 

条 (7) ヲ刻 セル 中空 廻転 子 (6) ヲ 緩通シ タル 軸 (5) 

ノ 両端 ヲ押 込ミ、 両 支持 桿 (1) (1) 二 テ挟持 シテ成 



ル 「パチンコ」 ノ 構造。 

おご そ 

こんな わけで、 パチンコ とて 中々 厳かな もので ゲ ス。 

芋 焼 器の 発明 

昭和 五 年 実用新案 広告 第 八 八 三 四 号 (類別、 第 九十 

六 類 九、 飲食物 製造 機 雑) —— 出願人、 山形 巿 X 澄 町 

吹 張、 伊 X 長兵衛 氏。 

この 芋 焼 器の 「作用と 効果」 というの が、 実に 名文 

いちどく 

で、 一読、 やき 芋屋へ 走りた くなる という 御 婦人 方に 

こわくてき すな わ 

は 極めて 蠱惑的な ものである。 乃ち —— 

作用 ト 効果 



本 考案 品 ハ右 ノ如キ 構造 一 一 シ テ 加熱 板上ノ 金網 面 1 一 、 

はんむ しゃき 

生 芋ヲ置 キテ、 先ズ半 蒸焼ト ナシ、 後 コレヲ 取 出 シテ、 

たこうばん じょう 

適宜 二 切断 シテ、 塩ヲ 散布 シ、 多孔 板 上 二 載 置 シテ完 

全 二 蒸 焼ス。 而シテ 金網 面 二 ハ更ニ 生 芋 ヲ入替 ウル モ 

ノ トス。 斯 クシ テ 完全 二 蒸 焼サレ タル 芋ハ、 蓋 ヲ取去 

リテ取 出シ、 蓋 二 具 ウル 保温 室内 二 常 二 保温 セシメ 置 

ク モノ ナリ。 

以上 ノ如ク ナルヲ 以テ、 芋 ヲ焦焼 スルコ トナク (僕 

は いささか 焦げた 方が 好きです)、 蒸 焼 シ 得ルノ ミ ナ 

しんさん 

ラズ 蒸 焼 ヲ 二回 二 順次 行ゥ ヲ以 テ塩ノ 浸 滲 ハ 良好 一 一 行 

ヮレ (とても タマ ランです)、 更ニ蓋 二 保温 室ヲ設 クル 



やき ざま 

コ トニ ヨリ 之ヲ焼 冷シト ナス コト ナカラ シメ、 常 二 保 

温シ得 ル等ノ 効果 ヲ有 ス。 

—— 皆様、 お腹の 具合 はいかが です ナ。 

牛馬 両便 器の 発明 

昭和 二 年 実用新案 広告 第 四 二 九 四 号 (類別、 第 七十 

五 類 五、 家畜 用便 器) —— 出願人、 四 谷 区 永住 町、 中 

X 清 氏。 

牛馬の 両便と 都市の 美観 衛生 問題 は、 これ 誰し も 頭 

痛の 種で ある。 そこで 此の 発明が 生れた わけで ある。 

じょうご 

図で 見る ように、 シ ヨンの 方 は 漏斗が たの 受け 器が 
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